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第２８１回 例会のご案内

食品産業文化振興会

伝統、文化の継承と未来創造へ

鳥越 淳司 氏講師：

日本食糧新聞社・食品産業文化振興会事務局
電話 ０３－３５３７－１３１０ FAX ０３－３５３７－１０７１

〒１０４－００３２ 東京都中央区八丁堀２－１４－４ ヤブ原ビル７階
セミナー情報 ： http://bit.ly/Ke3If3

日 時：

会 場：

参加費：

２０２２年 ２月 ２２日（火） １５：００～１７：００

＜東京都中央区八丁堀２－１４－４ ヤブ原ビル６階
日本食糧新聞社 内 １階はマルエツプチ＞

一般受講ご希望者 １６，５００円 （税込）

相模屋食料株式会社
代表取締役社長

日本の伝統食品として地方ごとに特色ある豆腐文化が育まれ、根付いてきた「豆腐」。
しかし、豆腐製造事業者はこの20年減少の一途を辿り、地方ごとの豆腐文化は存続の危機に面してい
る。「豆腐事業の継続は厳しい」、「もう、打つ手がない」といった声ばかりが溢れている。
相模屋食料は、自信を喪失し、事業継続が困難となった豆腐メーカーに救済・再建支援の手を差しの
べ、豆腐メーカーが自分たちが本来持っているはずの底力で、自社の伝統、豆腐文化を守りつつ、未
来が創造できるかたちでの事業継続に挑戦するように導いてきた。これまでに手掛けた７社は全社で
黒字化を実現しており、「豆腐事業だってやり方次第で立て直せる！」は証明されている。今回はその
再建の取り組み過程で培った立て直しノウハウである「相模屋流N字回復」についてご紹介いただく。

峯村 英児 氏
農林水産省新事業・食品産業部

食品製造課長
講師：

日本食糧新聞社 専務取締役 木下 猛統司会：

【食品産業文化振興会 会員企業は無料になります】



ＦＡＸで ０３－３５３７－１０７１までお申し込み下さい。

◇ 受講申込後、請求書を発行いたします。

◇ メールにてご連絡いたします。

食品産業文化振興会 セミナー（２月２２日）申込書

最 寄 駅
JR 東京駅

八重洲中央口 徒歩12 分
JR 京葉線

八丁堀駅 A3 出口 徒歩7 分
東京メトロ日比谷線

八丁堀駅A5 出口 徒歩2 分

提供いただきました個人情報は、当該業務および当社からのご案内を目的として利用します。なお、個人情報を当該業務の委託に
必要な範囲で委託先に提供する場合や関係法令により認められる場合などを除き、お客様の許可なく第三者に提供することはあ
りません。

会 社 名

住 所
〒

TEL

〇印 部署／お役職 お名前 Ｅ-ｍａｉｌ or FAX

来場 /
Ｗｅｂ

来場 /
Ｗｅｂ

来場 /
Ｗｅｂ

■ＺＯＯＭ使用のWebセミナーも実施しますが、講師がご参加者との歓談を希望してお
りますので、質問などをお持ちの上、ぜひ会場にお越しください。


